防災訓練における傷病者対応訓練（1階アトリウム）

工学院大学

１．トリアージ訓練概要

　工学院大学新宿校舎1階北口エントランスに設置した工学院大学の救護所に多数の傷病者が集まってしまい救護所だけでは対応しきれないという設定で訓練を行います。救護所で歩けないと判断された傷病者を1次トリアージポスト（１次TP）に搬送して横幕課長（大学院課）M敏蔭T隊がトリアージを行います。そのうち、トリアージ区分が赤・黄の傷病者を2次トリアージポスト（2次TP）である仮・東京医科大学病院に搬送し、もう一度トリアージを行います。

２．場所

　工学院大学1階　北口エントランス及びアトリウム　

３．訓練参加者

○傷病者：約120名（工学院大学学生・教職員）（赤：5名、黄：30名、緑：約85名）

・中・重傷者（赤・黄：35名）→ムラージュによる特殊メイク

・軽傷者（緑：85名）→症状を記入した緑のプレート着用

○ボランティア（学生）：約50名（記録係：4名、介助者・搬送：50名）

※ボランティアと記入された黄色のゼッケンを着用
（記録係は白の「記録」、搬送係は白の「搬送」の腕章を着用）

○緊急医療班：健康相談室（教職員）：2名　　 （　敏蔭　）、（　鈴木 　）

　緊急時対応班（教職員）：2名　指揮リーダー：（小島（教務部））、（ 横幕課長（大学院課））

　情報収集班（教職員）：2名　　　　　　   （奥田（総務部））、（ 河島課長補佐（人事課））

　※オレンジのジャンバーを着用（「工学院大学対策本部」+役割のシール付き）
役割：
　＊緊急医療班：多数の傷病者が滞留するので、傷病者を歩ける、歩けないにわける。歩ける傷病者は救護所に留める。歩けない傷病者を1次TPに誘導する。

　　救護所に留まった傷病者役学生対象に応急処置（三角巾を使用した応急救護）についての体験型訓練の講習を行う
　＊緊急対応班：滞留した傷病者の誘導、119番通報、傷病者へのアナウンスなど
　＊情報収集班：傷病者数など状況の記録、災害対策本部への情報伝達
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軽傷者 （緑 タッグ ）は

体験型訓練 へ

軽傷者 （緑 タッグ ）対象

応急処置体験 （三角巾 ）


	
	名前
	所属

	緊急医療班
	A
	敏蔭
	

	
	B
	鈴木
	

	緊急時対応班
	C
	(リーダー)　 小島（教務部）
	

	
	D
	横幕課長（大学院課）
	

	情報収集班
	E
	奥田（総務部）
	

	
	F
	河島課長補佐（人事課）
	


４．協力機関

○東京医科大学病院、新宿消防署、中野消防署、東京DMAT隊、新宿消防団

●1次トリアージポスト（東京DMAT隊）　

医師：1名、看護師2名、事務官：1名、救急隊員：2名、DMAT連携隊員：2名～3名（連携隊は周囲の安全確認を行う。トリアージには参加しない）

●2次トリアージポスト、救命センター　（仮・東京医科大学病院）

医師：2名、看護師：4名～5名、事務官：2名

●消防指揮本部、連携隊、
○看護学生：約35名
５．訓練に必要な資機材
　・メガホン：2個
　・画板：4個
　・記録用紙
　・
６．訓練の流れ
12時頃　（傷病者：ムラージュ）
　　①ムラージュを行う学生は11：50までに汚れていい服装に着替えて集合（出席確認）

　　　担当：学生スタッフ（　藤村　）
②中・重傷者（赤・黄）役の学生のムラージュ開始（中層棟6階　0663教室）

　　②移動開始時間までムラージュした学生は中層棟6階で待機（13時から移動を開始）

　　　移動担当：学生スタッフ（　藤村　）
13時頃～13時25分　（参加職員集合、消防による準備開始、傷病者・ボランティア配置）

①参加職員集合（出席確認、訓練内容の確認）

担当：緊急時対応班リーダー（小島（教務部））

②消防の救急車2台を工学院大学南口玄関前に配置

　誘導担当：警備員（　　　　　　　）、スタッフ（　　　　　）

③119番電話セットの配線準備

　担当：消防（　　　　　　　）、緊急時対応班(小島（教務部)

④職員の配置確認

　北口エントランスの救護所：緊急医療班（敏蔭）、緊急対応班（横幕課長（大学院課））

　　　　　　　　　　　　　 報収集班（奥田（総務部））

　1階アトリウム1次TP：緊急医療班（鈴木）、緊急対応班（小島（教務部））

　　　　　　　　　　　　情報収集班（河島課長補佐（人事課））

⑤傷病者約80名が工学院大学北側玄関付近に待機完了

　誘導：（敏蔭、横幕課長（大学院課）、奥田（総務部））
⑥ボランティア約30名を工学院大学北側救護所に待機、残り20名を1階アトリウムに待機完了（トリアージ記録ボランティアはアトリウム待機）

　誘導：（鈴木、河島課長補佐（人事課））

③看護学生のボランティアにゼッケンと腕章の配布
　担当：受付
13時30分頃　（緊急地震速報発令　訓練開始）
①緊急地震速報により地震発生情報が放送される。

②全員、その場にしゃがみ地震時に身の安全を守る行動をとる。（5分間くらい）

13時35分頃～14時頃　（多数傷病者の受け入れ開始）
①傷病者80名を北口エントランスの救護所（2箇所）へ受け入れ開始

　誘導：緊急時対応班（横幕課長（大学院課））
②歩ける人・歩けない人の振り分け、歩ける人は救護所に留める
　（中・重傷者：15名、軽傷者：35名）

　担当：緊急医療班（　敏蔭　）、ボランティア

③訓練119番通報(大量の傷病者発生通報)

　担当：緊急対応班　リーダー（小島（教務部））

　119番通報「工学院大学です。1階アトリウムに多くの傷病者が集まっています。救急車の派遣をお願いします。住所は東京都新宿区西新宿1-24-2　工学院大学です」

④緊急医療班の指示による応急処置訓練（三角巾）

対象：軽傷者：約30名

　担当：緊急医療班（敏蔭）、ボランティア

⑤1次TPで救護所から誘導されてきた歩けない傷病者の受け入れ（ブルーシートに寝かせる）

　担当：緊急医療班（鈴木）、情報収集班（河島課長補佐（人事課））、ボランティア
⑥1次TPにいる歩けない傷病者に対して応急処置を行う（三角巾使用）

　担当：緊急医療班（鈴木）、ボランティア

⑦職員による傷病者のパニック防止を目的としたアナウンス、誘導

　担当：緊急対応班（小島（教務部））

⑧消防による現地確認、横幕課長（大学院課）M敏蔭T隊、消防連携隊に救助応援要請

　担当：消防隊（　　　　　　）
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14時頃～15時まで　（横幕課長（大学院課）M敏蔭T隊・消防連携隊の到着、トリアージ開始）
①横幕課長（大学院課）M敏蔭T・消防指揮本部の到着、消防指揮本部（白のヘルメットを被った隊員）へ現場状況の報告（おおよその傷病者数、状態について）

　　　担当：緊急対応班　リーダー（小島（教務部））

　　②横幕課長（大学院課）M敏蔭T隊・消防連携隊による１次トリアージポスト設置、トリアージ開始　

対象：待機している50名

　　　消防指揮本部による統括開始

　担当：横幕課長（大学院課）M敏蔭T隊・消防連携隊、トリアージ記録ボランティア（小松（東研）（リーダー）、

盛（長澤研）、藤村（大橋研）、武田（久田研））（横幕課長（大学院課）M敏蔭T隊の指示に従う）

　　③東京医科大学病院による2次トリアージポスト設置

　　　担当：東京医科大学病院の医師、看護師、事務官
④上層階からの傷病者受け入れ（軽症者：約20名、中・重症者：20名）

　　　傷病者の学籍番号・名前の確認

　　　担当：情報収集班（河島課長補佐（人事課））、（奥田（総務部））

　　　傷病者のトリアージを開始
　担当：DMAT隊・消防連携隊　
　協力：トリアージタグ記録ボランティア、看護学生

⑤軽症者はトリアージ終了後、北側エントランスの救護所へ誘導
担当：緊急時対応班（　小島（教務部））、（横幕課長（大学院課））
中・重症者を仮・東京医科大学病院内の2次トリアージポスト(アトリウム内)へ担架・ストレッチャー等による搬送

指揮担当：消防指揮本部、　　
担当：消防隊、ボランティア
⑥仮・東京医科大学病院内2次トリアージポスト内でのトリアージ開始

　傷病者に対して応急処置、仮・救命センターへの搬送
担当：東京医科大学病院　医師、看護師、事務官
　　⑦2次TPにある仮・救命センターにてトリアージタッグの回収

　　　担当：看護学生
　　⑦終了した傷病者役学生は、随時エステック広場の体験型訓練へ参加
　　　誘導：緊急時対応班










15時頃～15時30分頃　（トリアージ会場を講演会場へ）
　　①DMAT隊、消防連携隊は1次トリアージポスト撤収作業開始

　　②東京医科大学病院は2次トリアージポスト撤収作業開始
　　③1次トリアージポスト側に講演の準備（スクリーン、プロジェクタークター、P小島（教務部）、

マイクの設置準備）

　　　担当：長澤研究室（　　　　　）、（　　　　　）

　　④2次ポスト側に机の設置（アンケート用）

　　　担当；小松（東研）（リーダー）、盛（長澤研）、藤村（大橋研）、武田（久田研）
15時30分頃～16時

　　講演型訓練

　　講演内容：「　　　　　　　　　　　」　　

　　講師　　：東京医科大学病院八王子医療センター　田口　博一　先生
　　※アンケート用紙の配布開始

　　　担当：スタッフ（　　　　　　　）
　　※アンケート用紙と景品の交換開始

　　　担当：







表１　傷病者訓練参加者名簿（工学院大学）
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図1　13時～14時頃における配置図概要
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図2　14時～15時30分頃における配置図概要
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○：職員の立ち位置
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図3　14時30～15時頃における配置図概要
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図4　15時30分～16時頃における配置図概要
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